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一
八
六
七
年
W
・
ス
タ
ッ
ブ
ズ
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
…
ド
大
学
の
近
代
史

の
欽
定
講
座
の
教
授
に
就
任
し
た
と
き
以
来
、
英
国
に
お
い
て
近
代
的
な
歴

史
学
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
英
国
の
歴
史
は
、
大
学
外
の
文
人

τ
・
B
・
マ
コ
ー
レ
ー
、
T
・
カ
ー
ラ
イ
ル
等
に
よ
り
導
び
か
れ
た
、
文
学
と

し
て
の
歴
史
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
W
・
ス
タ
ッ
ブ
ズ
は
、
国
制
史
の
研
究

で
も
っ
て
近
代
歴
史
学
の
礎
を
き
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
国
制
史
の
研
究

は
、
そ
の
当
時
の
、
黄
金
時
代
を
む
か
え
た
英
国
議
会
政
治
、
繁
栄
の
頂
点

を
き
わ
め
た
大
英
帝
国
と
結
び
つ
き
、
当
時
の
世
相
に
も
訴
え
、
時
勢
に
あ

い
、
国
益
に
も
か
な
っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
、
歴
史
学
の
中
心
主
題
に
居
す
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
二
十
世
紀
に
な
り
T
・
F
・
タ
ウ
ト
に
よ

る
行
政
史
、
W
・
カ
ニ
ソ
ガ
ム
に
よ
る
経
済
史
な
ど
の
種
々
な
要
素
が
加
わ

っ
た
と
は
い
え
、
英
国
中
世
史
研
究
の
主
流
を
な
し
、
D
・
ノ
ウ
ル
ズ
に
よ

れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
つ
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
英
国
中
世
国
制
史
と

は
、
英
国
に
と
っ
て
か
く
の
ご
と
き
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
九

五
〇
年
代
よ
り
、
英
国
自
体
の
地
盤
低
下
に
と
も
な
い
、
下
墨
自
身
の
な
か

に
お
い
て
も
、
旧
制
史
へ
の
興
味
が
う
す
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
そ
れ
以
外

の
分
野
へ
の
関
心
が
広
ま
っ
て
き
た
。
と
は
い
え
国
制
史
は
、
依
然
と
し
て
、

英
国
史
に
お
け
る
主
要
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
。

　
わ
が
国
の
英
国
中
世
史
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
十
九
世
紀
末
の
英
国
史

学
の
残
像
が
強
く
反
映
し
、
国
制
史
的
研
究
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、

本
書
も
、
こ
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
研
究
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
著
者
の
研
究
方
向
は
、
従
来
の
中
世
史
研
究
、
つ
ま
り
近
代

化
の
前
提
と
し
て
、
な
い
し
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
の
封
建
制
度

研
究
へ
の
反
省
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
封
建
制
は
、
本
来
的
に
地
方
分
権
制

を
回
ざ
し
、
無
秩
序
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
秩
序
と
は
矛
盾
す
る

も
の
と
と
い
う
従
来
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
よ
り
脱
却
し
、
封
建
制
を
、
む

し
ろ
国
制
の
安
定
と
発
展
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
秩
序
志
向
を
秘
め
る
も
の

と
し
て
、
封
建
制
を
再
評
価
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
し
い
潮
流
に
棟
さ
す
も

の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
前
著
『
封
建
制
と
王
政
ー
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
の
特
質
一
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
昭
4
3
）
の
あ
と
を
う
け
た
本
格
的
な
論
著
で
あ
る
。
今

回
の
著
作
は
、
十
二
・
三
世
紀
に
開
花
す
る
王
国
共
同
体
を
ひ
と
つ
の
柱
に
、

そ
の
前
後
に
お
け
る
王
制
の
発
展
を
、
封
建
制
の
展
開
と
絡
ま
せ
て
全
面
的

に
論
じ
た
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
本
書
の
全
体
像
を
把
握
す
る
べ
く
、
目
次
を
掲
載
し
て
お
こ
う
。

　
　
ま
え
が
き

　
第
一
部
イ
ギ
リ
ス
封
建
舗
の
展
開

　
　
第
一
章
イ
ギ
リ
ス
封
建
千
引

　
　
第
二
章
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
と
国
王
権

　
　
第
三
章
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
の
地
域
共
同
体
的
展
開
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第
二
部
イ
ギ
リ
ス
中
世
王
政
の
発
展

　
　
第
四
章
早
期
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
王
権
と
異
教
の
伝
統

　
　
第
五
章
イ
ギ
リ
ス
中
世
王
権
の
発
展
系
譜

　
　
第
六
章
イ
ギ
リ
ス
中
世
王
権
と
コ
モ
ソ
ロ
…

　
　
第
七
章
イ
ギ
リ
ス
中
世
国
制
史
の
問
題
点

　
第
三
部
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
国
共
同
体
理
念

　
　
第
八
章
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
臨
共
同
体
理
念
の
成
立

　
　
第
九
章
い
わ
ゆ
る
ア
ソ
ジ
ュ
ー
帝
国
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
第
一
部
に
お
い
て
、
著
者
は
、
英
国
中
世
封
建
社
会
に
お
い
て
、
国
王
権

が
封
建
制
と
ど
の
よ
う
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
か
、
そ
の
展
開
の
一
般
論
を

提
示
し
、
第
二
・
三
部
が
、
そ
の
具
体
的
な
叙
述
で
あ
る
。
封
建
社
会
に
お

け
る
王
権
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
周
知
の
堀
米
・
世
良
論
争
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、
英
国
に
お
け
る
そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
種
と
は
異
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
は
早
く
か
ら
王
権
が
存
在
し
、
そ
の
強
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
と

く
に
征
服
王
瑚
か
ら
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
う
え
こ
の
王
権
と
並
ん

で
封
建
制
も
発
達
し
て
い
く
。
こ
の
、
二
つ
の
事
実
を
考
慮
し
、
王
権
と
封

建
制
の
協
調
面
を
強
調
し
た
の
が
、
本
書
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
封
建
制

を
広
義
に
解
釈
し
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
初
期
社
会
七
王
国
時
代
の
種
族

王
と
自
由
種
族
民
と
の
間
に
半
ば
封
建
的
な
関
係
を
見
い
出
し
、
十
世
紀
マ

ー
シ
ア
や
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
王
権
の
成
立
の
中
に
、
封
建
的
宗
主
権
者
を
見
い

出
し
、
カ
ヌ
ー
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
両
征
服
王
の
英
国
支
配
を
契
機
と
し
て
、

王
権
が
長
じ
る
し
く
強
化
さ
れ
た
あ
と
、
ス
テ
イ
…
ヴ
ソ
王
時
代
、
王
権
が

一
時
弱
体
化
し
、
地
方
貴
族
の
独
立
化
が
進
み
、
一
時
的
な
混
乱
を
経
て
、

ヘ
ン
リ
ー
ご
世
は
、
こ
の
混
乱
か
ら
の
秩
序
回
復
を
め
ざ
し
、
封
建
制
と
国

王
権
と
の
協
調
の
上
に
な
り
た
つ
コ
モ
ン
ロ
ー
王
権
を
作
り
あ
げ
る
。
そ
の

後
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
時
、
王
権
に
よ
る
封
建
制
の
体
制
化
を
経
て
、
封
建

制
が
完
結
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
封
建
制
と
王
権
と
の
展
開
を
概

観
す
る
。
著
老
は
、
基
本
的
に
は
、
始
原
的
本
質
と
し
て
封
建
制
の
中
に
、

岸
島
く
乙
舜
蓼
5
讐
ざ
魯
｝
一
ω
日
志
向
を
認
め
、
王
制
と
は
あ
い
入
れ
な
い
も

ち
な
が
ら
、
英
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
両
老
が
平
行
し
て
展
開
し
て
い
く
こ

の
と
の
理
解
に
立
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
第
一
部
の
骨
組
だ

け
の
素
描
で
あ
る
。

　
第
二
都
で
は
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
中
世
の
王
権
の
発
展
を
具
体
的
に
論
じ
て

い
る
。
と
く
に
第
四
章
の
異
教
的
王
権
の
性
格
と
そ
の
残
存
の
部
分
は
、
従

来
み
の
が
さ
れ
て
き
た
部
分
で
あ
り
、
豊
か
な
叙
述
と
な
っ
て
お
り
、
興
味

深
い
。
筆
者
は
、
J
・
M
・
ウ
ォ
リ
ス
・
ヘ
イ
ド
リ
ル
や
W
・
ウ
ル
マ
ソ
が

主
張
す
る
、
中
世
王
権
の
強
さ
の
根
拠
を
、
ロ
ー
マ
法
な
い
し
は
キ
リ
ス
ト

教
に
求
め
る
見
解
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
並
置
し
て
、
W
・
A
・

チ
ェ
イ
ニ
ー
の
見
解
を
軸
に
、
ゲ
ル
マ
ン
異
教
の
影
響
を
強
調
す
る
。
つ
ま

り
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
暗
代
は
、
普
通
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上

に
、
異
教
信
仰
が
残
り
、
こ
の
信
仰
が
王
権
を
さ
さ
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
族
の
王
族
は
、

ゲ
ル
マ
ン
諸
神
、
と
く
に
人
気
の
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
デ
ソ
神
を
始
祖
と
考
え
ら

れ
、
王
は
、
そ
の
王
族
よ
り
選
ば
れ
る
故
に
、
カ
リ
ス
マ
的
権
能
を
そ
な
え

て
い
る
と
い
う
理
念
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
六
世
紀
末
キ
リ
ス

ト
教
が
導
入
さ
れ
、
急
速
に
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を

持
ち
が
ち
な
わ
が
国
の
学
界
に
お
い
て
は
、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ケ
ン
ト
王
エ
セ
ル
ベ
ル
フ
ト
の
改
宗
も
、
何
も
異
教
を
忘
れ
去
る
た

め
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は
依
然
と
し
て
異
教
の
神
の
カ
リ
ス
マ

を
う
け
て
い
る
者
と
し
て
南
東
英
を
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
キ
リ
ス
ト
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墨書

教
的
な
戴
冠
式
を
あ
げ
た
こ
と
で
有
名
な
、
十
世
紀
の
エ
ド
ガ
ー
王
が
な
く

な
っ
た
と
き
、
王
圏
の
命
運
が
か
た
む
ぎ
、
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
異
教
的
な
信
仰
が
流
行
し
た
証
拠
で
あ
っ
た
。
平
和
と
豊

饒
と
は
、
国
王
の
カ
リ
ス
マ
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

王
権
の
理
論
的
根
拠
を
説
明
す
る
場
合
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
ロ
ー
マ

的
要
素
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
ど
う
し
て
も
異
教
的
要
素
も
考
慮
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
異
教
的
要
素
の
意
味
は
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
上
記
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
王
権
理
念
が
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
諸
王
の
間
に
広
ま
り
え
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
異
教
的
な
ゲ
ル
マ
ン
王
が

も
っ
て
い
た
宗
教
的
機
能
を
、
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に

な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
指
摘
も
興
味
深
い
。
こ
の
難
壁
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
方
法
よ
り
見
て
、
充
分
納
得
の
い
く
解
釈
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
王
権
の
性
格
に
関
し
て
、
見
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
側
面
は
、

人
民
法
の
統
轄
者
と
し
て
の
国
王
の
発
展
で
あ
る
。
七
王
国
時
代
各
種
族
国

家
の
種
族
罠
、
そ
の
人
民
法
を
統
轄
し
て
い
た
家
父
長
島
種
族
王
か
ら
、
八
・

九
世
紀
、
こ
れ
ら
種
族
王
を
統
轄
す
る
形
で
成
立
し
て
く
る
、
マ
ー
シ
ア
、

ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
王
朝
に
代
表
さ
れ
る
、
王
の
保
護
、
平
和
の
理
念
で
象
微
さ

れ
る
、
封
建
的
宗
主
権
的
王
権
理
念
の
成
立
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
を
う
け
て
、
第
五
章
で
は
、
平
和
破
壊
罪
、
家
屋
侵
害
罪
、
待

伏
罪
（
犯
人
隠
匿
罪
、
軍
役
怠
慢
罪
な
ど
の
特
定
の
犯
罪
の
処
理
を
、
国
王

大
権
と
し
て
特
定
し
た
ク
ヌ
ー
ト
王
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
開
示
を
強
制
し
、
森

林
法
を
強
行
し
て
、
ノ
ル
マ
ン
人
の
保
護
を
企
て
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
、

さ
ら
に
は
さ
き
の
ク
ヌ
ー
ト
王
が
特
定
し
た
国
王
大
権
に
、
野
芒
軽
視
罪
、

役
人
侮
辱
罪
、
偽
造
罪
、
放
火
罪
を
加
え
た
ヘ
ン
リ
ー
一
世
な
ど
、
征
服
者

と
し
て
の
実
力
を
背
景
に
、
神
政
君
主
制
的
理
念
を
強
化
し
て
い
く
一
方
、

サ
ク
ソ
ン
人
民
法
慣
行
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
を
秩
序
づ
け
る
源
泉
と
し
て
王

権
を
位
置
づ
け
る
人
民
王
権
的
理
念
の
、
王
権
内
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ン
リ
ー
一
世
を
つ
い
だ
ス
テ
ィ
ヴ
ン
王
の
内
乱
期
は
、

王
権
が
弱
体
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
が
設
定
し
た

サ
ク
ソ
ン
人
と
ノ
ル
マ
ン
人
と
の
差
別
を
癬
消
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
、
コ

モ
ン
な
感
覚
で
、
コ
モ
ン
な
場
で
、
コ
モ
ン
な
法
慣
行
を
求
め
る
努
力
が
な

さ
れ
、
そ
の
な
か
に
、
　
「
神
政
王
権
的
武
力
元
服
者
的
な
王
権
理
念
と
、
人

民
的
慣
行
、
つ
ま
り
封
建
的
法
慣
行
を
総
合
し
、
自
ら
の
王
権
を
そ
の
源
泉

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
人
民
王
権
理
念
と
の
統
合
の
契
機
を
見
い
出
す
こ
と

が
」
　
（
八
四
頁
）
可
能
と
な
り
、
次
王
ヘ
ン
リ
ー
二
世
時
代
の
コ
モ
ン
ロ
ー

王
権
、
両
者
の
協
調
を
体
現
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
王
権
の
成
立
を
準
備
す
る
の

で
あ
る
。

　
ア
ソ
ジ
ュ
ー
時
代
に
入
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
コ
モ
ン
ロ
ー
は
飛
躍
的
な
展

開
を
み
せ
る
。
ア
ソ
ジ
ュ
ー
帝
国
内
の
ひ
と
つ
の
国
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
的
ま
と
ま
り
を
保
持
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
有
能
な
役
人
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ

ル
の
下
に
官
僚
体
制
を
整
備
し
、
複
雑
な
コ
モ
ン
ロ
ー
を
運
用
し
て
い
く
。

王
権
は
、
こ
の
コ
モ
ン
ロ
ー
を
上
か
ら
支
配
・
統
轄
す
る
神
政
王
権
理
念
を

追
求
す
る
一
方
、
そ
う
し
た
コ
モ
ン
な
封
建
的
法
慣
行
の
統
合
の
源
泉
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
王
権
理
念
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
の
一

層
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
ヘ
ン
リ
ー
二
世
治
世
の
最
大
の
特
色
で

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
先
代
の
混
乱
し
た
秩
序
を
回
復
す
べ
く
、
人
民
の
、

と
く
に
自
由
民
の
土
地
財
産
保
膚
の
安
寧
の
た
め
の
訴
訟
手
続
を
整
備
す
る

と
い
う
形
で
、
こ
の
政
策
が
追
求
さ
れ
た
。
同
王
が
設
定
し
た
侵
奪
不
動
産

占
有
回
復
訴
訟
》
。
。
ω
冒
①
o
隔
昌
○
く
＄
象
・
。
ω
鉱
ω
同
⇒
や
不
動
産
相
続
占
有
回
復

訴
訟
諺
霧
営
①
O
h
欝
◎
詳
聞
、
碧
o
o
。
。
紳
負
な
ど
自
曲
保
有
権
の
安
堵
の
た
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の
訴
訟
手
続
の
創
設
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
王
法
廷
を
中
心
と
し
た
裁
判

行
政
事
務
の
統
一
的
体
系
的
発
展
の
中
に
、
コ
モ
ン
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
か
く
て
「
ヘ
ン
リ
ー
二
世
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
確
立
と
そ
の

支
醜
を
通
し
て
、
神
政
王
権
的
征
服
者
王
権
と
い
う
王
権
理
念
と
サ
ク
ソ
γ

以
来
の
伝
統
で
あ
る
と
こ
ろ
の
入
畏
法
慣
行
の
統
合
の
源
泉
た
ろ
う
と
す
る

人
民
王
権
理
念
と
の
二
つ
の
相
拮
抗
す
る
王
権
理
念
を
統
合
す
る
こ
乏
に
成

功
し
た
と
い
え
る
」
（
九
〇
頁
）
。

　
ヘ
ン
リ
ー
二
世
以
降
、
や
や
弱
体
化
し
た
ア
ソ
ジ
ュ
ー
王
権
は
、
こ
う
し

た
二
つ
の
相
拮
抗
す
る
王
権
理
念
を
め
ぐ
っ
て
、
つ
ま
り
コ
モ
ン
ロ
ー
を
恣

意
的
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
神
政
王
権
理
念
と
コ
モ
ン
ロ
ー
の
源
泉
と
し
て

王
権
を
維
持
し
尊
重
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
封
建
貴
族
た
ち
の
人
民
王
権
理

念
と
の
間
に
、
衝
突
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
二
二
五
年

の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
拡
、
こ
の
爾
理
念
の
抗
争
が
生
ん
だ
国
制
史
上
の
産
物

で
あ
っ
た
。
一
一
一
〇
四
年
大
陸
領
を
喪
失
し
た
ジ
ョ
ン
王
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
内
政
に
没
頭
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
治
世
の
大
半
を
大
陸
で
す
ご
し
た
リ

チ
ャ
ー
ド
一
世
階
代
に
発
達
し
た
公
的
・
薄
曇
的
行
政
機
構
か
ら
の
製
肘
を

の
が
れ
て
、
自
己
の
意
志
を
貫
徹
す
べ
く
納
戸
庁
妻
部
費
。
σ
①
を
独
立
さ
せ
、

国
璽
の
ほ
か
に
玉
璽
鷲
貯
団
ω
o
巴
を
作
り
、
自
己
に
好
都
合
な
コ
モ
ン
揖

1
を
王
国
共
同
体
の
慣
行
と
称
し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
封
建
貴
族
と
の
対
抗
・

競
合
が
顕
在
化
し
、
封
建
貴
族
サ
イ
ド
で
の
郷
決
が
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
と

な
る
。
そ
の
あ
と
ヘ
ン
リ
ー
三
世
の
時
代
を
通
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
は
何

か
、
潔
モ
ソ
ロ
…
を
め
ぐ
る
王
権
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
王
と
封
，
建
貴
族
と

が
対
決
し
、
破
局
を
適
え
る
反
面
、
当
時
の
人
び
と
の
間
に
、
王
と
直
属
貴

族
と
が
構
成
す
る
王
国
共
同
体
意
識
の
芽
生
え
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
王
国
共

同
体
は
、
地
域
共
同
体
の
国
政
参
加
を
通
し
て
、
内
容
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
。

　
十
三
世
紀
後
半
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
、
マ
ー
ル
パ
ラ
湖
定
法
、
第
一
ウ

ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
制
定
法
等
に
お
い
て
、
封
建
社
会
の
法
慣
行
コ
モ
ン
ロ

ー
を
支
配
統
轄
す
べ
き
王
権
の
至
高
性
（
神
政
王
権
理
念
）
を
追
求
し
て
い

く
一
方
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
…
第
二
制
定
法
や
死
季
法
を
通
し
て
、
王
権

が
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
源
泉
と
な
り
、
そ
れ
を
尊
重
・
遵

守
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
志
向
（
人
民
王
権
理
念
）
を
も
と
っ
た
の
で
あ
る
。

か
れ
の
第
一
の
課
題
は
、
即
位
直
前
の
貴
族
の
内
乱
の
跡
始
末
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
封
建
的
慣
行

に
逆
行
せ
ん
と
す
る
反
封
建
的
意
識
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
あ
ま
り
に
、
精
力
的
・
多
彩
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
、
か
え
っ

て
王
の
過
保
護
が
目
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
反
面
当
時
の
封

建
制
は
、
も
は
や
自
然
な
発
展
が
阻
止
さ
れ
、
主
体
性
を
失
い
、
い
わ
ば
管

理
さ
れ
た
封
建
制
に
お
ち
い
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
エ
ド
ワ
…
ド

一
世
は
、
封
建
貴
族
と
こ
と
を
お
こ
し
、
か
れ
ら
を
圧
倒
し
て
王
権
の
至
高

性
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
王
国
共
同
体
を
う
ま
く
運
営
し
て
ゆ
く
た
め

の
責
任
の
一
部
を
か
れ
ら
貴
族
に
転
嫁
し
て
ゆ
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
王

権
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
超
階
層
的
な
王
国
共
同
体
理
念
を
追
求
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
エ
ド
ワ
…
ド
一
世
の
晩
年
、
エ
ボ
ワ
ー
ド
ニ
世
以
降
の
王
権
は
、

議
会
権
、
人
民
権
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
恣
意
性
を
高
め
て
ゆ
く
。

そ
の
最
た
る
も
の
が
、
ロ
ー
マ
的
な
帝
王
権
蔑
視
の
理
念
と
ゲ
ル
マ
ン
的
な

忠
誠
違
反
、
反
逆
の
理
念
と
を
融
合
さ
せ
た
大
逆
罪
理
念
の
規
定
で
あ
り
、

王
の
殺
害
、
王
へ
の
反
逆
、
偽
造
罪
を
そ
れ
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

王
国
共
同
体
意
識
の
成
長
に
支
え
ら
れ
て
、
王
権
は
、
こ
の
大
逆
罪
を
テ
コ

に
、
王
国
共
同
体
の
す
べ
て
を
含
む
も
の
と
し
て
の
孤
高
の
地
位
に
の
し
上
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評書

っ
て
ゆ
き
、
封
建
貴
族
の
王
朝
へ
の
依
存
を
利
用
し
て
、
権
力
を
集
中
し
、

絶
対
王
制
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
絶
対
王
制
に
い
た
る
掛
け
橋

と
し
て
、
王
国
共
同
体
理
念
を
導
入
し
て
き
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
指
摘
で

あ
る
。

　
こ
の
王
国
共
同
体
を
中
心
に
論
じ
た
の
が
、
第
三
部
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、

簡
単
に
そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　
王
国
共
同
体
と
い
う
語
が
使
い
は
じ
め
ら
れ
る
の
は
、
王
制
と
封
建
制
と

の
対
抗
が
顕
在
化
し
た
十
三
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
二
世
時

代
に
国
王
法
廷
の
法
が
、
大
巡
察
を
通
し
て
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
し
て

普
及
し
、
コ
モ
ン
ロ
ー
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
、
こ
の

コ
モ
ン
ロ
ー
の
展
開
さ
れ
る
場
と
し
て
の
王
国
共
同
体
理
念
を
醸
成
す
る
基

盤
と
な
り
、
こ
れ
を
高
揚
さ
せ
た
の
が
、
前
述
の
＝
一
〇
四
年
の
大
陸
領
喪

失
と
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
闘
争
で
あ
っ
た
。
前
者
に
よ
り
内
政
に
専
念
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
ジ
ョ
ン
王
は
、
国
内
貴
族
を
敵
味
方
に
分
け
る
結
果
と
な

り
、
不
平
貴
族
、
と
く
に
北
部
貴
族
の
団
結
を
生
み
、
こ
れ
が
マ
グ
ナ
・
カ

ル
タ
と
い
う
形
で
結
晶
し
、
そ
れ
以
降
は
、
こ
の
憲
章
を
め
ぐ
り
、
王
と
貴

族
の
闘
争
と
な
り
、
ま
ず
貴
族
の
問
に
、
貴
族
的
な
王
国
共
同
体
理
念
を
生

み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
貴
族
共
同
体
を
こ
え
る
、
よ

り
公
共
的
な
、
国
家
的
な
王
国
共
同
体
像
も
生
ま
れ
て
く
る
。
＝
二
〇
五
年

伯
・
バ
ロ
ン
と
と
も
に
立
法
に
参
加
し
た
「
王
国
共
同
体
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
の
成
長
に
は
、
同
じ
十
三
世
紀
に
課
税
同
意
権
を
め
ぐ
っ
て
発

展
し
つ
つ
あ
っ
た
地
域
共
同
体
、
州
共
同
体
意
識
の
成
長
が
存
在
し
た
。
ア

ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
古
い
州
郡
等
の
地
域
共
同
体
に

ね
ざ
す
伝
統
的
な
意
識
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
、
大
陸
の

よ
う
な
等
族
制
に
は
発
展
さ
せ
な
い
、
つ
ま
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
特
有
の
議
会

を
生
み
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
評
者
の
若
干
の
感
想
を
の
べ
、
本
書
評
の
し
め
く
く
り
と
し
た

い
。　
ま
ず
、
筆
者
の
よ
く
使
用
さ
れ
る
封
建
的
宗
主
権
の
意
味
す
る
内
容
で
あ

る
。
明
ら
か
に
ノ
ル
マ
ソ
征
服
後
と
思
わ
れ
る
蒔
期
に
封
建
的
宗
主
権
が
使

用
さ
れ
て
い
る
一
方
、
ノ
ル
マ
ソ
征
服
以
前
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
後

期
の
王
権
を
あ
ら
わ
す
場
合
に
も
、
同
じ
封
建
的
宗
主
権
が
つ
か
わ
れ
て
い

る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
ノ
ル
マ
ソ
征
服
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
私
的
な
双
務

契
約
に
も
と
づ
い
た
王
権
と
し
て
、
そ
の
性
格
を
も
つ
こ
と
は
う
な
づ
け
る

が
、
後
老
に
関
し
て
は
妥
当
か
ど
う
か
、
両
者
を
同
一
に
あ
つ
か
う
こ
と
に

一
抹
の
不
安
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
同
じ
不
安
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
…
ル
ズ
種
族
制
組
織
の
な
か
に
、
筆
者

は
、
半
ば
封
建
的
な
関
係
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
は
た

し
て
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
。
上
下
の
支
配
関
係
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
に

封
建
的
な
も
の
を
み
い
だ
す
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
、
封
建
制
を
広
く
解

釈
し
す
ぎ
、
結
局
は
、
何
も
説
明
し
な
い
こ
と
に
は
な
り
は
し
な
い
か
と
お

そ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
る
が
、
八
二
頁
「
征
服
後
は
、
ロ
…
マ
・
キ
リ

ス
ト
教
の
神
政
王
権
理
念
も
導
入
さ
れ
て
」
と
あ
る
が
、
す
で
に
筆
者
自
身

も
認
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
に
も
キ
リ

ス
ト
教
の
影
響
の
も
と
に
神
聖
王
権
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
導
入
と

い
う
語
は
不
適
当
と
も
思
わ
れ
る
。

　
従
来
の
英
国
中
世
史
は
、
英
国
に
お
け
る
研
究
態
度
の
当
然
の
影
響
の
も

と
に
、
え
て
し
て
島
国
的
な
発
想
に
と
じ
こ
も
り
気
味
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

大
陸
を
意
識
し
た
英
風
国
定
史
の
研
究
を
得
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
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で
あ
る
。
本
霧
が
刺
激
と
な
り
、
今
後
こ
の
方
面
の
研
究
の
進
展
を
ね
が
っ

て
、
筆
を
お
く
。
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